
岩出市議会ホームページ
https://www.city.iwade.lg.jp/gikai/index.html
※携帯電話・スマートフォンなどの  
バーコードリーダーで読み取ると、  
議会ホームページにアクセスでき
ます。

QRコード

２ 定例会議決結果
３ 一般質問
９ 常任委員会報告
10 全議員研修
11 表紙写真の募集
12 特集・放課後子ども教室の紹介
本会議開催予定日

Contents

46
2017.12



案　　　件　　　名 結果

賛否 （ ○……賛成　×……反対　−……賛否に加わっていない ）
公明党
議員団

日本共産
党議員団 岩出クラブ 郁青青

ク ラ ブ ネット岩出

田
畑
昭
二

玉
田
隆
紀

奥
田
富
代
子

市
來
利
恵

増
田
浩
二

福
山
晴
美

梅
田
哲
也

上
野
耕
志

山
本
重
信

松
下　

元

三
栖
慎
太
郎

吉
本
勧
曜

井
神
慶
久

福
岡
進
二

田
中
宏
幸

尾
和
弘
一

職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 可 決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（
議
長
の
た
め
、
賛
否
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。）

○ ○ ○ ×

ねごろ歴史の丘物販・情報施設設置及び管理に関
する条例の制定について 可 決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成２９年度岩出市一般会計補正予算（第２号） 可 決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成２９年度岩出市国民健康保険特別会計補正予
算（第１号） 可 決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成２９年度岩出市介護保険特別会計補正予算
（第２号） 可 決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市道路線の認定について 認 定 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

和歌山県市町村総合事務組合規約の変更に関する
協議について 可 決 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岩出市固定資産評価審査委員会委員の選任について
（増田　充孝 氏） 同 意 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

岩出市教育委員会委員の任命について（中村　嵩 氏） 同 意 − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

年金削減の取りやめと最低保障年金制度の実現
を求める請願書 不採択 − × × 〇 〇 × × × × × × × × × ○

＊案件名は、正式議案名ではありません。

平成２9年第3回定例会議決結果

決算議案７件を審査するため、平成２９年１０月１０日から１０月１３日まで開催しました。

決算審査特別委員会委員（９月８日選任）
委 員 長 梅 田 哲 也（岩出クラブ） 副委員長 田 中 宏 幸（ネット岩出）
委 員 井 神 慶 久（ネット岩出） 委 員 松 下  元（郁青青クラブ）
委 員 三 栖 慎 太 郎（郁青青クラブ） 委 員 上 野 耕 志（岩出クラブ）
委 員 奥 田 富 代 子（公明党議員団） 委 員 増 田 浩 二（日本共産党議員団）

〇平成２８年度岩出市一般会計歳入歳出決算認定 〇平成２８年度岩出市国民健康保険特別会計歳入歳出
決算認定

〇平成２８年度岩出市介護保険特別会計歳入歳出決
算認定

〇平成２８年度岩出市後期高齢者医療特別会計歳入
歳出決算認定

〇平成２８年度岩出市下水道事業特別会計歳入歳出
決算認定

〇平成２８年度岩出市墓園事業特別会計歳入歳出決
算認定

〇平成２８年度岩出市水道事業会計剰余金の処分及
び収入支出決算認定

決算審査特別委員会の審査

いわで議会だより − 2−いわで議会だより



玉　田　隆　紀 　議員 4頁

◎ 連携中枢都市圏について

◎ 図書館運営と環境整備について

奥　田　富代子　議員 5頁

◎ 一乗閣について

◎ みんなのメダルプロジェクトについて

◎ 介護予防について

増  田  浩  二　議員 6頁

◎ 保育料について

◎ 国民健康保険制度の運営と広域化について

市  來  利  恵　議員 7頁

◎ 農免道路歩道設置工事について

◎ 後期高齢者の検診について

◎ デマンドタクシー（乗り合いタクシー）について

尾  和  弘  一　議員 8頁

◎ 根来地区内について

◎ 有害生物について

◎ ストレスチェックに関して

◎ 市庁舎について

◎ 教育諸課題について

一般質問の傍聴に
お越しください！

5名の議員が市政を問う

＊質問者本人が質問及び答弁の要点をまとめ、提出のあったものを各議員の責任のもとに掲載しました。
＊内容等については、質問者にお問い合わせください。

一 般 質 問

◇一般質問項目の事前公表

　一般質問における質問者・項目については、事前に岩出市
議会ウェブサイトで公表していますので、ご覧ください。

いわで議会だよりいわで議会だより− 3−



少
子
高
齢
化
対
策
と

図
書
館
運
営

質
　
問

①
図
書
館
利
用
者
と
運
営
は
。

②
書
籍
消
毒
機
の
設
置
は
。

③
自
習
ス
ペ
ー
ス
の
考
え
は
。

答
　
弁
　
教
育
部
長

①
平
成
2₈
年
度
岩
出
図
書
館

全
体
で
、
入
館
者
数
1₉
万
７
，

８
２
９
人
、
貸
し
出
し
冊
数

₄0
万
５５３
冊
、
貸
し
出
し
人
数

11
万
１
，
５
２
４
人
で
す
。

ま
た
、
平
成
2₈
年
度
か
ら

貸
し
出
し
冊
数
を
５
冊
か
ら

10
冊
に
、
視
聴
覚
資
料
の
貸

し
出
し
期
間
を
１
週
間
か
ら

２
週
間
に
変
更
し
、
平
成
2₉

年
度
か
ら
貸
し
出
し
利
用
対

象
を
和
歌
山
県
内
在
住
者
及

び
近
畿
大
学
生
物
理
工
学
部

に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方

に
拡
大
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
岩
出
図
書
館

は
、
今
年
５
月
1₄
日
、
入
館

者
２００
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

②
書
籍
消
毒
機
は
紫
外
線
を

使
っ
て
殺
菌
消
毒
し
、
送
風

に
よ
り
挟
ま
っ
た
ゴ
ミ
や
臭

い
を
取
り
除
く
効
果
が
あ
り
、

感
染
予
防
に
効
果
が
あ
る
の

で
、
導
入
を
研
究
し
て
い
る
。

③
平
成
27
年
7
月
か
ら
岩
出

図
書
館
の
分
室
で
あ
る
中
央

公
民
館
図
書
室
で
図
書
等
全

て
持
ち
込
み
で
の
学
習
が
可

能
と
な
り
、
利
用
者
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

岩
出
図
書
館
の
会
議
室
の

開
放
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
か
ら

目
が
届
か
ず
、
防
犯
上
問
題

が
あ
る
の
で
、
自
習
室
と
し

て
の
開
放
は
考
え
て
い
な
い
。

連
携
中
枢
都
市
圏

　
　
　
　
　 

に
つ
い
て

質
　
問

①
総
務
省
が
進
め
て
い
る
連

携
中
枢
都
市
圏
構
想
と
は
。

②
和
歌
山
市
・
岩
出
市
・
紀

の
川
市
・
海
南
市
・
紀
美
野

町
の
４
市
１
町
で
、
ど
の
よ

う
な
計
画
か
。

③
影
響
と
メ
リ
ッ
ト
は
。

答
　
弁
　
市
長
公
室
長

①
連
携
中
枢
都
市
圏
と
は
、

人
口
20
万
人
以
上
の
中
核
都

市
や
指
定
都
市
と
い
っ
た
相

当
の
規
模
と
中
核
性
を
備
え

る
圏
域
の
中
心
都
市
が
近
隣

市
町
と
連
携
し
、
コ
ン
パ
ク

ト
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に

よ
り
、
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
社
会
に
お
い
て
も
一
定
の

圏
域
人
口
を
有
し
、
活
力
あ

公
共
施
設
の
相
互
利
用
等
が

候
補
に
あ
り
、
今
後
検
討
す

る
。

③
連
携
す
る
自
治
体
双
方
に

利
益
を
享
受
で
き
る
取
り
組

み
で
ウ
イ
ン
・
ウ
イ
ン
の
関

係
を
築
き
、
協
議
を
進
め
る
。

質
　
問

市
民
に
不
利
益
な
こ
と
が

発
生
し
た
場
合
の
対
応
は
。

答
　
弁
　
市
長
公
室
長

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や

不
利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、

慎
重
に
協
議
を
進
め
て
い
る

が
、
不
利
益
と
思
わ
れ
る
場

合
は
連
携
し
な
い
。

質
　
問

最
終
的
に
市
町
村
合
併
を

め
ざ
し
て
い
る
の
か
。

答
　
弁
　
市
長
公
室
長

合
併
を
目
的
に
し
た
も
の

で
は
な
い
と
明
確
に
申
し
上

げ
ま
す
。

る
社
会
経
済
を
維
持
す
る
た

め
に
形
成
す
る
圏
域
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

②
検
討
段
階
な
の
で
具
体
的

に
言
え
な
い
が
、
地
産
地
消

の
推
進
・
外
国
人
観
光
客
の

誘
致
・
大
学
誘
致
と
連
携
・

災
害
時
等
に
お
け
る
一
般
廃

棄
物
処
理
の
相
互
支
援
・

玉田　隆紀 議員
（公明党議員団）

いわで議会だより − 4−いわで議会だより



り
組
み
を
取
り
入
れ
る
考
え

は
。

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

①
・
シ
ニ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

11
グ
ル
ー
プ　

１９３
名

　

・
岩
出
げ
ん
き
体
操

　
　
　

６
グ
ル
ー
プ　

6₈
名

②
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

な
い
。

質
　
問

①
介
護
予
防
運
動
の
自
主
活

動
グ
ル
ー
プ
に
ど
の
よ
う
な

支
援
を
し
て
い
る
の
か
。

②
先
行
し
て
い
る
他
の
自
治

体
を
参
考
に
す
る
考
え
は
。

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

①
シ
ニ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の

自
主
グ
ル
ー
プ
に
は
年
１
回

運
動
指
導
士
に
よ
る
運
動
方

法
等
の
再
指
導
、
体
力
測
定
。

岩
出
げ
ん
き
体
操
に
は
、

自
主
活
動
開
始
後
、
６
カ
月

ご
と
に
理
学
療
法
士
に
よ
る

運
動
方
法
の
再
指
導
、
体
力

測
定
を
実
施
し
て
い
る
。

②
全
国
的
に
は
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
ク
ラ
ブ
等
を
活
用
し
た
介

護
予
防
事
業
を
実
施
し
て
い

る
自
治
体
が
あ
る
が
、
岩
出

市
は
法
人
に
委
託
し
て
い
る

の
で
想
定
し
に
く
い
。

答
　
弁
　
事
業
部
長

①
入
場
者
数

１
万
６
，
０
３
２
人

　

施
設
の
利
用
数　
　

22
件

②
今
後
は
、
案
内
表
示
や
情

報
提
供
に
力
を
入
れ
る
。

③
観
光
PR
や
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
む
。

み
ん
な
の
メ
ダ
ル

　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

質
　
問

①
い
つ
か
ら
小
型
家
電
の
回

収
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

②
回
収
量
は
。

③
市
民
へ
の
周
知
は
。

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

①
平
成
27
年
度
か
ら
。

②
17
万
３
，
８
９
３
㎏

③
市
広
報
紙
・
市
ウ
エ
ブ
サ

イ
ト
・
チ
ラ
シ
配
布
す
る
。

質
　
問

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
ル
に

充
て
ら
れ
る
資
源
の
量
は
。

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

金
０
．
₃6
㎏
、銀
1₅
．
6₄
㎏
、

銅
１
万
１
，
２
１
６
．
８
㎏
。

た
だ
し
、
全
て
が
メ
ダ
ル

の
資
源
に
な
る
と
い
う
も
の

で
は
な
い
。

旧
和
歌
山
県
議
会
議
事
堂

（
一
乗
閣
）
は
重
要
文
化
財

の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

一
乗
閣
を
観
光
資
源
と
し

て
生
か
す
よ
う
認
知
度
を
上

げ
る
仕
掛
け
が
必
要
で
は
な

い
か
。

質
　
問

①
オ
ー
プ
ン
後
の
入
場
者
数

と
施
設
の
利
用
数
は
。

②
案
内
表
示
を
分
か
り
や
す

く
す
る
考
え
は
。

③
市
民
と
協
力
し
て
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

介
護
予
防
に
つ
い
て
　

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男

性
₈0
．
7₅
歳
、
女
性
₈6
．
₉₉

歳
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ

ま
で
も
自
分
ら
し
く
生
活
す

る
た
め
に
は
介
護
予
防
に
取

り
組
み
、
健
康
寿
命
を
延
ば

す
こ
と
が
重
要
で
す
。

質
　
問

①
介
護
予
防
運
動
を
行
っ
て

い
る
グ
ル
ー
プ
数
と
参
加
者

数
は
。

②
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
に

よ
る
減
量
と
筋
肉
量
の
ア
ッ

プ
が
効
果
的
に
図
れ
る
運
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
伝
授
す
る
取

不要小型家電で
五輪メダルを

奥田 富代子 議員
（公明党議員団）

旧和歌山県議会議事堂（一乗閣）

いわで議会だよりいわで議会だより− 5−



質
　
問

①
岩
出
市
は
、
他
の
自
治
体

と
比
べ
高
い
保
育
料
の
状
況
。

若
い
世
代
に
、
大
変
な
負

担
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

保
育
料
の
引
き
下
げ
と
階

層
区
分
の
見
直
し
を
。　

②
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
の
中
心
課
題
は

子
育
て
支
援
と
捉
え
、
保
育

料
の
改
善
を
図
る
自
治
体
も

あ
り
ま
す
。

人
口
減
少
対
策
も
考
え
合

わ
せ
た
、
保
育
料
改
善
の
方

向
性
は
。

答
　
弁
　
市
長

①
国
の
基
準
と
比
較
し
て
、

妥
当
な
金
額
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

質
　
問

①
国
保
広
域
化
素
案
で
は
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
は

認
め
な
い
方
針
で
す
。
繰
入

れ
な
け
れ
ば
、
27
年
度
水
準

で
一
人
当
た
り
１
１
、０
５

７
円
の
値
上
げ
と
な
り
ま
す
。

一
般
会
計
か
ら
の
今
後
の

繰
入
れ
対
応
は
。　
　
　

②
県
の
素
案
の
資
産
割
を
な

く
す
３
方
式
で
は
、
低
所
得

者
に
も
大
幅
な
値
上
げ
に
な

る
の
は
必
至
で
す
。
３
方
式

に
対
し
て
の
来
年
度
か
ら
の

市
の
対
応
は
。

③
広
域
化
に
対
す
る
国
保
運

営
協
議
会
の
開
催
日
程
は
。

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長
　

①
国
保
税
の
収
納
事
務
な
ど

の
財
源
確
保
の
実
施
と
医
療

費
の
適
正
化
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
に
つ
い
て
、
適
切
に
対

応
し
て
ま
い
り
た
い
。

延
長
保
育
、
障
害
児
保
育

な
ど
保
育
内
容
の
充
実
に
努

め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
育

料
の
引
き
下
げ
、
現
時
点
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。　

②
少
子
化
対
策
の
方
策
の
一

つ
と
し
て
、
保
育
料
の
引
き

下
げ
を
実
施
す
る
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
。

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

①
徴
収
階
層
区
分
は
、
国
基

準
に
準
拠
し
て
お
り
、
見
直

す
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
県
は
素
案
で
、
平
成
₃₉
年

度
を
め
ど
に
資
産
割
を
除
い

た
３
方
式
へ
の
一
本
化
を
め

ざ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。国

・
県
・
他
市
の
動
向
を

注
視
し
、
慎
重
に
判
断
し
て

い
き
た
い
。

③
来
年
の
１
月
と
２
月
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

高い保育料
引き下げを 増田　浩二 議員

（日本共産党議員団）

国
保
広
域
化
に
よ
る
加
入
者
負
担
増
さ
せ
る
な

岩出市との年間保育料の差額
（3 歳未満児保育料）

第 3 階層 第 6 階層
海 南 市 118,800 円 160,800 円
紀の川市 68,400 円 103,200 円
田 辺 市 46,800 円 28,800 円
和歌山市 63,600 円

いわで議会だより − 6−いわで議会だより



デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の

　
　
　
　
　
導
入
を

れ
て
い
る
等
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
公
平
に
得
ら
れ
る
よ
う

め
ざ
す
点
は
学
べ
る
の
で
は

な
い
か
。

市
民
の
ニ
ー
ズ
調
査
や
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
情

報
収
集
し
、
今
、
何
が
施
策

と
し
て
必
要
か
考
え
る
べ
き

だ
が
ど
う
か
。

答
　
弁
　
総
務
部
長

他
の
自
治
体
の
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
の
取
り
組
み
状
況

を
情
報
収
集
、
ニ
ー
ズ
調
査

の
研
究
を
す
る
。

質
　
問

今
年
３
月
に
、
市
道
山
西

国
分
線
の
中
黒
地
内
に
お
い

て
、
歩
道
設
置
工
事
が
完
成

さ
れ
た
。
完
成
間
も
な
く
新

た
な
水
道
工
事
が
行
わ
れ
て

い
る
。
市
民
か
ら
、
な
ぜ
、

同
時
に
工
事
が
行
わ
れ
な
か

っ
た
の
か
。
税
金
の
無
駄
遣

い
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
の

声
が
あ
る
。

当
初
の
計
画
は
ど
う
か
。

答
　
弁
　
上
下
水
道
局
長

水
道
管
埋
設
場
所
は
、
主

に
北
側
の
歩
道
の
下
に
計
画

し
て
お
り
、
歩
道
の
路
側
擁

壁
溝
施
工
後
で
な
け
れ
ば
水

道
管
の
埋
設
が
出
来
な
い
た

め
、
水
道
工
事
着
手
ま
で
仮

舗
装
と
し
て
い
た
。

道
路
の
工
事
に
つ
い
て
、

市
民
生
活
へ
の
影
響
を
軽
減

で
き
る
よ
う
、
道
路
掘
り
返

し
規
制
連
絡
協
議
会
等
で
情

報
を
共
有
し
、
よ
り
一
層
、

連
絡
調
整
を
密
に
、
計
画
的

に
工
事
を
進
め
る
よ
う
努
め

て
い
く
。

交
通
弱
者
、
買
い
物
難
民

を
な
く
す
取
り
組
み
、
つ
く

ら
な
い
取
り
組
み
が
必
要
不

可
欠
で
す
。
い
つ
ま
で
も
、

住
み
続
け
ら
れ
る
岩
出
市
を

つ
く
る
た
め
に
は
、
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
は
必
要
な
施
策
。

質
　
問

①
日
常
移
動
手
段
に
つ
い
て
、

巡
回
バ
ス
の
運
用
だ
け
で
今

後
も
補
え
る
と
考
え
て
い
る

の
か
。

②
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
一
人

当
た
り
の
コ
ス
ト
試
算
は
。

答
　
弁
　
総
務
部
長

①
路
線
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
と

連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利

便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

②
現
時
点
で
、
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
の
導
入
は
考
え
て
い

な
い
こ
と
か
ら
試
算
は
行
っ

て
い
な
い
。

質
　
問

今
年
６
月
、
市
長
は
免
許

証
を
自
主
返
納
し
て
い
る
が
、

今
後
の
交
通
網
の
充
実
、
交

通
弱
者
対
策
等
、
市
長
と
し

て
の
考
え
は
。

答
　
弁
　
市
長

人
と
の
交
流
、
交
友
関
係

を
大
き
く
広
め
、
特
に
若
い

人
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
、

外
出
時
に
は
乗
せ
て
い
た
だ

く
と
い
う
手
段
を
と
り
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

質
　
問

奈
良
県
香
芝
市
で
は
、
公

共
バ
ス
と
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
を
併
用
し
た
事
業
を
行
っ

て
い
る
。
３
年
に
一
度
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
常
に

分
析
し
改
善
を
重
ね
な
が
ら

運
行
し
て
い
る
。

市
民
目
線
、
ま
た
、
高
齢

者
の
生
活
環
境
を
視
野
に
入

農
免
道
路
歩
道
設
置
工
事
に
つ
い
て

市來　利恵 議員
（日本共産党議員団）

いわで議会だよりいわで議会だより− 7−



教
員
に

タ
イ
ム
カ
ー
ド
導
入
を

在
の
と
こ
ろ
発
見
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

ヒ
ア
リ
を
発
見
し
た
場
合
、

殺
虫
処
理
し
、
岩
出
保
健
所

を
通
じ
て
国
に
通
報
す
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携

を
密
に
し
、
住
民
へ
の
啓
発

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

質
　
問

根
来
地
区
内
の
住
持
池
等

周
辺
の
森
林
が
伐
採
さ
れ
洪

水
や
土
砂
災
害
が
起
こ
り
う

る
可
能
性
が
あ
る
。

自
然
環
境
の
破
壊
に
な
ら

な
い
よ
う
ル
ー
ル
を
定
め
た

上
で
、
開
発
の
許
認
可
が
さ

れ
て
い
る
の
か
。

周
辺
の
住
民
の
同
意
が
あ

る
の
か
。

こ
の
開
発
に
よ
る
災
害
は

ど
う
か
。

森
林
の
所
有
者
は
、
誰
な

の
か
。

将
来
、
何
に
使
わ
れ
る
の

か
。

答
　
弁
　
事
業
部
長

地
元
説
明
は
、
隣
接
す
る

自
治
会
と
池
管
理
者
に
行
い
、

同
意
を
得
て
い
る
。

集
中
豪
雨
等
に
よ
る
災
害

に
つ
い
て
は
、
調
整
池
を
設

け
て
お
り
、
時
間
当
た
り
１５２

ミ
リ
で
計
画
し
て
い
る
。

所
有
者
は
㈱
泰
建
で
あ
る
。

食
品
製
造
工
場
が
で
き
る
。

出
入
口
は
、
現
在
、
工
事

し
て
い
る
北
側
１
カ
所
と
な

る
。

中
央
教
育
審
議
会
の
答

申
で
教
職
員
の
長
時
間
労

働
を
な
く
す
た
め
の
答
申

が
出
さ
れ
た
。

質
　
問

勤
務
時
間
の
把
握
、
出
退

勤
を
管
理
す
る
た
め
に
タ
イ

ム
カ
ー
ド
の
導
入
を
し
て
、

実
働
の
実
態
が
ど
れ
く
ら
い

あ
る
の
か
掴
む
必
要
が
あ
る

が
ど
う
か
。

留
守
番
電
話
の
整
備
、
部

活
動
の
休
養
日
、
夏
休
み
も

閉
校
日
を
設
け
る
べ
き
で
あ

る
。実

施
時
期
は
ど
う
か
。

答
　
弁
　
教
育
部
長

課
題
意
識
を
も
っ
て
既
に

教
職
員
の
出
退
勤
の
管
理
は
、

県
の
規
定
に
の
っ
と
り
出
勤

簿
で
確
認
し
て
い
る
。

年
に
一
度
勤
務
実
態
調
査

を
実
施
し
て
い
る
。

質
　
問

有
害
生
物
に
つ
い
て
、
最

近
、
マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
て
感

染
熱
が
出
た
り
、
重
症
化
し

て
い
る
。
県
下
に
お
い
て
の

対
策
は
ど
う
か
。

ま
た
、
ヒ
ア
リ
等
の
対
策

と
今
後
の
啓
発
及
び
方
針
に

つ
い
て
ど
う
か
。

答
　
弁
　
生
活
福
祉
部
長

全
国
に
昔
か
ら
生
息
し
て

い
る
。

ダ
ニ
媒
介
感
染
症
を
発
症

さ
れ
る
方
が
お
り
、
市
内
に

お
い
て
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、
ダ

ニ
に
か
ま
れ
な
い
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
、
か
ま
れ
た
時
の
対

処
法
を
掲
載
し
、
広
報
に
も

掲
載
す
る
。

今
後
も
保
健
所
と
連
携
し

て
注
意
喚
起
に
努
め
た
い
。

ヒ
ア
リ
に
つ
い
て
は
、
現

留
守
番
電
話
に
つ
い
て
、

今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

閉
校
日
は
、
８
月
中
に
３

日
間
、
土
日
を
含
め
て
５
日

間
設
け
て
い
る
。

他
の
改
革
の
実
施
時
期
に

つ
い
て
は
、
体
制
が
整
っ
て

い
く
も
の
か
ら
実
施
し
た
い
。

尾和　弘一 議員

いわで議会だより − 8−いわで議会だより



筑
後
市
で
は
、
市
内
の
観

光
振
興
に
携
わ
る
団
体
で
構

成
さ
れ
る
筑
後
市
観
光
戦
略

会
議
に
お
い
て
、
筑
後
市
観

光
推
進
実
施
プ
ラ
ン
を
策
定

し
「
恋
の
く
に
～
ひ
と
想
う

ま
ち
筑
後
～
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

筑
後
市
は
、
こ
の
観
光
コ

ン
セ
プ
ト
を
核
と
し
て
、
そ

こ
か
ら
４
つ
の
戦
略
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

人
づ
く
り
戦
略

・
お
も
て
な
し
研
修
開
催

・
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
育
成

魅
力
づ
く
り
戦
略

・
恋
グ
ル
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｓ
発
行

・
着
地
型
観
光
商
品
の
開
発

フ
ァ
ン
づ
く
り
戦
略

・
筑
後
PR
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

よ
る
魅
力
発
信

・
恋
の
く
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
動
画
の
制
作

ひ
ろ
が
り
づ
く
り
戦
略

・
イ
エ
ロ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
カ
ラ
ー
）

限
定
グ
ッ
ズ
の
制
作

所
　
感

「
恋
の
ま
ち
」
と
い
う
明

確
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
設
定
す

る
こ
と
に
よ
り
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
絞
る
こ
と
に
成
功
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
コ
ン

セ
プ
ト
に
向
け
、
行
政
と
各

種
団
体
が
一
体
と
な
り
観
光

推
進
に
取
り
組
め
て
い
る
先

進
地
の
事
例
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

験
か
ら
地
域
防
災
計
画
の
改

定
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
基
本
理
念
「
市
民
・

地
域
・
行
政
の
災
害
対
応
力

強
化
」
で
あ
る
６
つ
の
ポ
イ

ン
ト
は
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。

①
災
害
に
強
い
都
市
づ
く
り

・
ひ
と
・
地
域
づ
く
り
（
自

助
・
共
助
の
重
要
性
）

②
行
政
の
災
害
対
応
力
の
強

化
（
職
員
ス
キ
ル
の
向
上
）

③
避
難
対
策
の
強
化
（
地
域
、

学
校
、
行
政
の
連
携
に
よ
る

避
難
所
運
営
）

④
備
蓄
、
供
給
体
制
整
備
。

（
家
庭
内
、
企
業
、
地
域
に

よ
る
備
蓄
）

⑤
広
域
の
連
携
・
受
援
体
制

の
整
備
（
人
的
支
援
、
物
資

支
援
の
受
け
入
れ
体
制
の
充

実
）

⑥
被
災
者
の
生
活
支
援
に
向

け
た
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
整
備

（
罹
災
証
明
発
行
の
早
期
対

応
）災

害
時
の
避
難
所
運
営
に

向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
と
し

て
、
避
難
所
と
な
る
施
設
を

し
っ
か
り
管
理
し
、
地
域
に

居
住
す
る
職
員
等
が
一
刻
も

は
や
く
避
難
所
を
開
設
す
る
。

次
に
、
地
域
を
よ
く
知
っ

て
い
る
人
が
協
力
し
て
避
難

所
運
営
に
あ
た
る
。

発
災
前
か
ら
み
ん
な
で
避

難
所
の
受
け
入
れ
方
法
や
、

ル
ー
ル
役
割
を
決
め
て
お
く

こ
と
が
重
要
。

所
　
感

熊
本
市
と
の
意
見
交
換
の

中
で
、
地
域
住
民
の
力
、
近

所
ど
う
し
の
つ
な
が
り
が
い

か
に
大
切
で
あ
る
か
を
再
認

識
で
き
ま
し
た
。
担
当
者
の

「
行
政
だ
け
で
は
何
も
で
き

な
い
。」
と
い
う
言
葉
が
胸

に
響
き
ま
し
た
。

地
震
時
の
議
会
対
応

熊
本
市
で
、
熊
本
地
震
の

震
災
状
況
、
地
震
後
の
議
会

対
応
及
び
熊
本
城
の
復
興
状

況
に
つ
い
て
、
お
聞
き
し
ま

し
た
。

熊
本
市
で
は
、
災
害
の
経

委
員
長　

田
中　

宏
幸

副
委
員
長　

梅
田　

哲
也

委

員　

田
畑　

昭
二

〃
　

福
岡　

進
二

　

〃
　

松
下　
　

元

　

〃
　

上
野　

耕
志

　

〃
　

増
田　

浩
二

　

〃
　

尾
和　

弘
一

視
察
レ
ポ
ー
ト

10
月
26
日
、
福
岡
県
筑
後

市
で
「
筑
後
市
の
観
光
に
つ

い
て
」、
27
日
、
熊
本
市
で

「
熊
本
地
震
に
つ
い
て
」、
視

察
し
て
き
ま
し
た
。

観
光
推
進
プ
ラ
ン

筑
後
市
は
、
日
本
で
唯
一

恋
命
を
御
祭
神
と
す
る
恋
木

神
社
を
有
し
、
人
間
の
不
変

テ
ー
マ
で
あ
る
「
恋
」
が
宿

る
町
と
い
う
こ
と
に
着
目
し

ま
し
た
。

「
恋
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
に
よ
り
筑
後
市
を
訪
れ
る

人
、
迎
え
る
人
、
筑
後
市
に

関
わ
る
全
て
の
人
が
、
温
か

い
幸
せ
を
感
じ
て
い
た
だ
け

る
観
光
地
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。 総

務
建
設
常
任
委
員
会

いわで議会だよりいわで議会だより− 9−



11
月
６
日
に
全
議
員
研
修

と
し
て
、
那
賀
消
防
組
合
消

防
本
部
の
隊
員
の
指
導
の
も

と
、
普
通
救
命
講
習
を
受
講

し
ま
し
た
。

救
急
の
現
状

那
賀
管
内
で
の
平
成
2₈
年

中
の
救
急
出
動
件
数
は
、
過

去
最
多
と
な
る
５
，
１
５
９

件
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
、

件
数
で
１
２
７
件
、
率
に
す

る
と
２
％
の
増
加
と
な
り
、

４
，
８
９
４
人
の
方
を
医
療

機
関
に
搬
送
さ
れ
て
い
る
状

況
で
す
。

（
出
動
件
数
）

救
急
車
は
６
台
で
、
出
動

件
数
を
一
日
平
均
で
み
ま
す

と
1₄
件
出
動
し
た
こ
と
に
な

り
、
紀
の
川
市
や
岩
出
市
の

市
民
2₄
人
に
１
人
が
救
急
搬

送
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

救
急
車
は
、
通
報
を
受
け

て
約
８
分
で
到
着
し
、
救
命

措
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
重
症
傷
病
者
を
搬

送
す
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
要

請
件
数
は
₄7
件
で
、
重
篤
な

傷
病
者
が
発
生
し
た
場
所
近

く
に
医
師
と
看
護
師
が
同
乗

し
た
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
要
請

し
、
救
急
隊
と
連
携
し
て
、

早
期
の
治
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。医

療
機
関
に
搬
送
し
た
中

で
入
院
の
必
要
の
な
い
軽
症

と
診
断
さ
れ
た
傷
病
者
が
、

２
，
２
９
２
人
、
率
に
す
る

と
₄6
％
と
の
こ
と
で
あ
り
ま

し
た
。

今
後
、
私
た
ち
も
含
め
、

市
民
の
皆
様
に
は
、
大
切
な

命
を
救
う
た
め
、
救
急
車
の

正
し
い
利
用
方
法
に
つ
い
て
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

講
習
内
容

こ
の
講
習
は
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
迅
速
な
救
命
措
置

が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、
心
肺

蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
徐
細
動
器
）
の
操
作
方
法

を
取
得
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

講
習
内
容
は
、
救
命
措
置

の
手
順
を
解
説
し
て
い
た
だ

き
、「
大
声
で
周
囲
に
助
け

を
求
め
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
手
配
と

１１９
番
通
報
を
指
示
す
る
。」

と
い
う
救
命
措
置
の
流
れ
を

実
演
し
、
マ
ネ
キ
ン
を
使
用

し
た
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
人

工
呼
吸
を
行
い
ま
し
た
。

所
　
感

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で

の
間
に
何
も
し
な
か
っ
た
場

合
と
、
心
肺
蘇
生
を
行
っ
た

場
合
で
は
、
生
存
率
に
倍
以

上
の
違
い
が
あ
り
、
も
し
、

緊
急
の
事
態
に
遭
遇
し
た
場

合
は
、
勇
気
を
も
っ
て
行
動

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

普通救命講習を受講
～大切な命を救うために～

全議員研修報告

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年

紀の川市 2,807 2,854 2,733 2,908 3,009

岩 出 市 1,991 1,978 2,006 2,122 2,149

管 外 2 2 2 2 1

計 4,800 4,834 4,741 5,032 5,159
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「いわで議会だより」の表紙写真
イラスト等を募集

岩出市議会では、年 4 回（3 月、6 月、9 月、12 月）
発行している「いわで議会だより」の表紙（A4 縦）に、
皆様から応募いただいた写真、イラストを掲載します。

1. 受付期日
３月号………12 月２０日まで
６月号……… ３月２０日まで
９月号……… ６月２０日まで
12 月号 …… ９月２０日まで

＊ただし、期日が土曜日、日曜日、祝日の場合
は、翌開庁日です。
2. 募集内容

岩出市内の「四季の風景」「催し物・イベ
ント」「街並み」等岩出市の魅力をアピール
できるような写真、イラスト等の作品
3. 応募条件

①岩出市内で応募者自身が撮影または描いた
未発表のオリジナル作品です。

②作品は、カラー（縦）とします。
③人物が特定できる場合は、ご本人の了承を

得てください。
④提出された作品の著作権は、岩出市に帰属

されるものとします。
（著作権法第 27 条及び第 28 条の権利を含
む。）

⑤提出された作品は、返還いたしません。
⑥応募者は、市内在住者又は市内に勤務・通

学されている方に限ります。
⑦採用された方には、掲載が決定後、連絡を

行います。

4. 選　　考
岩出市議会広報常任委員会が選考します。
5. 紙面への掲載

①紙面へは、カラーで、氏名、学校名及び撮
影場所等を掲載します。

②岩出市議会広報常任委員会で作品のトリミ
ング等を行う場合がありますので、ご了承
願います。

6. 応募方法
撮影者、製作者の住所・氏名・電話番号・

作品名・撮影場所・撮影年月日等をご記入の
上、次の宛先までご応募ください。

なお、応募に係る費用は、応募者の負担で
お願いします。
7. 応 募 先
（郵送の場合）
　〒 649-6292　岩出市西野 209 番地

岩出市議会広報常任委員会　宛
（メールの場合）
　Ｅ mail : gikai@city.iwade.lg.jp
8.そ の 他

採用された方には、粗品を進呈します。
9. 問い合わせ先

岩出市議会事務局　
電　話 : 0736-61-6947（直通）
ＦＡＸ : 0736-61-6946

岩出市議会ホームページ
https://www.city.iwade.lg.jp/gikai/index.html
※携帯電話・スマートフォンなどの  

バーコードリーダーで読み取ると、  
議会ホームページにアクセスでき
ます。

QR コード

2　定例会議決結果
3　一般質問
9　常任委員会報告
10　全議員研修
11　表紙写真の募集
12　特集・放課後子ども教室の紹介
本会議開催予定日

Contents

46
2017.12

たくさんのご応募を
心からお待ちしております。
詳細は、次のとおりです。

募　　集　　要　　領

募集は
　この部分です

いわで議会だよりいわで議会だより− 11 −
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放課後こども教室を
紹介します

生 花 教 室

特集

子
ど
も
た
ち
に
聞
い
て
み

る
と「
花
の
名
前
を
覚
え
た
」

「
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
の
感

想
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

自
分
だ
け
の
作
品
を
自
分

だ
け
で
作
り
上
げ
る
責
任
感

と
達
成
感
。
で
き
る
限
り
美

し
く
咲
か
せ
て
お
く
た
め
の

水
や
り
や
笑
顔
で
楽
し
み
な

が
ら
の
挨
拶
、
お
片
付
け
な

ど
の
作
法
を
身
に
つ
け
て
い

ま
す
。

小
学
校
の
良
い
思
い
出
に

参
加
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

子
ど
も
た
ち
に
「
い
け
ば

な
」
を
と
お
し
て
植
物
に
親

し
み
、
も
の
を
作
る
喜
び
や

楽
し
さ
を
体
験
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
開
催
し
て
い
ま
す
。

一
花
一
木
を
手
に
取
り
、

枝
の
形
や
花
や
葉
の
形
、
色

な
ど
そ
の
表
情
を
見
な
が
ら

お
花
を
生
け
る
こ
と
で
、
子

ど
も
の
好
奇
心
や
感
性
が
刺

激
さ
れ
、
創
造
性
と
個
性
を

育
て
て
い
ま
す
。
ま
た
、
長

い
伝
統
の
中
で
見
出
さ
れ
て

き
た
、
花
の
特
徴
を
生
か
し

た
生
け
方
を
学
ん
で
い
ま
す
。

放課後こども教室を
特集特集特集特集特集

（委 員 長）　山本　重信　（副委員長）　市來　利恵
（委　　員）　福山　晴美　福岡　進二　田中　宏幸　三栖慎太郎　奥田富代子　尾和　弘一

議 会 広 報 常 任 委 員 会

12月 4日（月）行政報告･議案説明

8日（金） 質疑・委員会付託

18日（月） 討論・採決

20日（水） 一般質問

21日（木） 一般質問

第4回定例会（12月）
の本会議開催予定日は
次のとおりです。
ぜひ、傍聴にお越し
ください。

いわで議会だより − 12 −


